
白老町活性化推進会議 第２回 情報推進専門部会（報告書） 

開催日時 平成２６年５月１３日（火）１４：００～１５：４０ 

開催場所 白老町役場 第３会議室 

出 席 者 

部会員）高橋二郎・波多武光・川田聖・山田祐治 

（欠席者）塚見・池島・野本・和歌・仮・田中 

事務局）廣畑アイヌ施策推進担当課長、武永主幹、丸山主任 

会議概要 

１ 開 会 

２ 部会長より挨拶 

・前回は「2020 年開設 象徴空間」の情報をどのように広げていくのが

よいのか話合い、町民を巻き込もうという統一した意見が出た。 

３ 事務局より前回のまとめについて報告 ～別紙 

○各専門部会の主な取組内容・役割の説明。今後、それぞれで検討した内

容の報告を含め、部会の活動状況等を情報推進部会で町民に伝えていく。 

・情報推進部会：町民にいかに周知してもらえるか、その働きかけ方につ

いて検討。 

・活性化推進部会：商品開発、集客、営業、温泉などを十分に活用しなが

ら、どのように町を活性化していくかについて検討。 

・基盤整備推進部会：主にハード部分での象徴空間周辺の環境整備につい

て検討。 

・教育・学習推進部会：アイヌ文化をどのように活かし、町民への理解・

普及に繋げ深めていくかについて検討。 

 

４ 議 第 

○報告１ 打合せシート及び検討シートについて ～資料１ 

・両シートについては、事務局でひな形を作製し次回提示する。 

○議案１ 情報推進部会による 26年度事業計画案について ～資料２ 

【事務局】６月に計画している「イランカラﾌﾟテ」運動などの具体的な内

容・動きを今日決めていきたい。 

【Ａ】町広報を利用し各家庭に回覧したら良いのでは。 

【Ｂ】広報は意外と見ていない人が多い。チラシにしたらどうか。 

【事務局】チラシ作成については、役場輪転機で無料だが白黒印刷になる。 

【Ａ】広報とは別な日に別途配布しないと見ない。 

【Ｃ】広報は単発であり継続性がない。町内業者の協力を得てイランカラ

ﾌﾟテ割引セールなどで大いにロゴを活用してもらったり、公用車・事業者、

運送会社の車両にイランカラﾌﾟテステッカーを掲示してもらうことも必

要である。ステッカーの予算がなければできないが…。 

【事務局】今年度に関してはポスター代や講師謝礼、旅費等の予算のみ。 

【Ｃ】補助金も活用できれば。 

【事務局】補助金で看板を設置した経緯もあるので調べてみる。 

【事務局】「象徴空間＝イランカラﾌﾟテ」については子どもを中心に広げ

繋げていく必要があり、教育部会と十分協議・連携していく。 

【Ｂ】予算がないなら町内企業からの寄付等の検討もしたらどうか。 

 



【部会長】通学時などにイランカラﾌﾟテと挨拶をしても、特に中学生の返

答はない。町民も何語なのか理解していないのが現状。まずは周知するこ

とから始めなければいけない。 

【Ｄ】そういう意味ではやはり全戸配布して周知する方がよい。 

【事務局】別途配布については町内会が嫌がるので、現在はあまり実施し

ていないと聞いている。 

【Ｃ】広報の表紙に掲載できないのか。 

【事務局】６月号に関しては見開きで掲載予定。すぐに無理であれば７月

でも良いと思う。 

【部会長】遅れてでも表紙に飾ることは影響が大きいと思う。幹事会に報

告し了解を得てからが良いと思う。 

【事務局】ポスターについては昨年度２枚作製している。役場手作りが 1

枚と国作成が 1枚。4月末に作成したもので３枚目となる。 

【Ｃ】栄高校も白老東高も協力的なので声かけしたら良い。 

【事務局】車両ステッカーに関しては幹事会へ報告し了解を得られれば可

能になるかもしれない。また、観光分野に限っていたが運輸局などに協力

してもらいステッカーを貼っている経緯があるので検討の余地はある。 

【Ｃ】イランカラﾌﾟテＴシャツを作成、牛肉まつり等で着用できないか。 

【部会長】販売して売上の一部を基金へ入金するとか。 

【事務局】単発的な事業ではなくしっかりと練り上げてからでも遅くはな

い。十分検討したい。 

【部会長】イランカラﾌﾟテの日を制定するとしたら「１日」が良いのでは。 

【事務局】毎月ある校長先生の朝礼の際に飛び入りで説明させてもらえな

いか。町教委に依頼し朝や昼の放送時に流すとか。子ども課で毎年行う「社

会を明るくする運動」という事業があり、今時期、各小・中学校に標語の

募集をする。募集内容に「あいさつ」が入っており７月に表彰式があり標

語は看板設置・他掲示される。教委に掛け合い可能であれば加えてもらう

事が出来きるのではないか。家庭を巻き込み子どもたちには家族と相談し

ながら考えてもらうとか。 

【部会長】どのように教育部会が進めていけるかを問いかけ、併せて幹事

会へ報告していく必要があると思う。 

【Ｂ】町民は関心ないし浸透もしていないため、ＰＲ方法を十分検討する

必要がある。 

【部会長】チラシを作成する際も「表⇒イランカラﾌﾟテ、裏⇒象徴空間」

の記事にするなど多くの町民にアピールしていけたらと思っている。 

【Ｃ】アイヌの人々が大切にしているものを活用し、若者を対象としたお

揃いのアクセサリーを作成したり、独自の物語を作り最終的には博物館で

結婚式を挙げてもらったり、色々出来ることはあると思う。 

５ 閉 会 

【事務局】次回の部会は部会提案事項を幹事会に提出後、あるいは幹事会

終了後に開催する。 

以上 

次回開催予定 未定 

 


